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鳥海イヌワシみらい館

マスコットキャラクター

「ワッシーくん」

「ニシオジロビタキ」撮影：齋藤　修

 

突撃！鳥海イヌワシみらい館⑮　加茂水族館館長　奥泉和也氏

蜂蜜の森から⑬「ハチ蜜の森体験教室」

 

 







 

 

 
  

 

 

  

 

 

 

 　世界ではコロナウイルスのパンデミックが宣言され、その出所がコウモリに由来するのではないかと騒がれておりますが、自然界において

も大変重要な生態的地位を占める生物ですので、コウモリ＝悪者と誤解のないようにお願いしたいです。各地の自然情報を

moukin@raptor-c.comまでお寄せください。

2020/2/28　「コミミズク」　宮城県

こちらも冬限定で観察できるフクロウの仲

間。比較的日中も行動するのでフクロウ好

きのバードウォッチャーに人気があります。

「観てもいいけど観察場所にごみは捨てな

いでね！」撮影：武田永好様

2020/2/12　「イノシシ足跡」　遊佐町

生体の写真は間に合わなかったそうです

が、林に向かって猪突猛進していった後に

残された足跡を撮影。今年は積雪が少な

かったから移動も容易なのかも・・・。これか

らのシーズンが怖い・・・。農家の皆さんも

注意を！

撮影：渡会様

2020/4/7　「サケガシラとウミネコ」　酒田市

酒田市の有人離島飛島に打ち上げられた

深海魚。リュウグウノツカイのような長い魚で

す。迷信ですが大きな地震の前触れとされ

ていたようです。亡骸は他の動物の栄養に

なります。旨いのか？撮影：とし様

2020/3/27　「カモシカ」　酒田市

「ふ～ん。お前ら自粛してんだってな。俺ら

みたいに山の中で暮らせば、コロナなんて

関係ないぜ！」みたいなニュアンス？

撮影：池田久浩様

2020/2/2　「ハジロカイツブリ」　酒田市

小さな水鳥ですが、目が赤くて目力があり

ます。涼しい顔をしていますが、水面下で

は必死に水を掻いているのです。

撮影：たっちん様

2020/3月　「ギンムクドリ」　酒田市

最近、庄内でも観察できるようになった鳥。

赤い針のようなくちばしが特徴的ですね。

撮影：佐々木真一様

2020/3/26　「オオマシコ」　酒田市

赤い！3倍速いかといえばそうではないです

が、マシコの中でも鮮やかさは別格！ちな

みに「マシコ」とはサルの子供という意味。サ

ル＝「ましら」の「子」でマシコ。

撮影：とし様

2020/2/11　「ヒシクイ」　酒田市

かなりキツ～く装着された感のある標識。

国内でつけられたものではないようですが、

固形の食べ物が食べにくそうですね。フン

ガッフッフ！

撮影：中村実様

全国の動物情報コーナー

2020/1/22　「マガモ白変種」酒田市

何百羽もいるマガモの群れの中で一羽たた

ずむ真っ白なカモ。このカモは交雑種なのだ

そう。数年に一度、白変種が観察されてい

ます。

撮影：土屋和哉様



 

 

着任のご挨拶

 

　はじめまして。４月１日から猛禽類保護センター・鳥海イヌワシみらい館にお世話になっております

後藤啓（ごとう　ひらく）と申します。よろしくお願いいたします。

　前職は、酒田市八幡総合支所に勤務しておりました。鳥海山の雄大な景色に向かって出勤する

のはとても気分爽快です。

　猛禽類保護センターでは、イヌワシのみならず、猛禽類の保護、啓発活動を行っております。皆さ

んに少しでも猛禽類のことをご理解いただけるよう、知識を広げていきたいと考えております。

　また、猛禽類保護センターにお立ち寄りいただいた際には、「日向里かふぇ」、「鳥海高原家族旅

行村」、「湯の台温泉鳥海山荘」、「大台野そば」、「手打ちそば鳳

来」、「産直ららら」などグルメなお店をご利用いただければと思い

ます。さらに、県内でも有数の「玉簾の滝」、「開運出世の滝」もあ

りますので周遊ルートに是非加えていただければ幸いです。

　新型コロナウイルス対応で、猛禽類保護センターも臨時休館日

が継続しておりますが、皆様方に鳥海山、日向地区の豊かな自

然に育まれた猛禽類を紹介していきますのでよろしくお願いいた

します。

酒田市環境衛生課専門員

後藤　啓（ごとう　ひらく）

山形県
猟友会

山形県猟友会酒田支部でも

活動しています！

おのれ！小熊め！

ウガー！

はちみつ
よこすん

じゃ～！

○スタンプラリーの景品が新しく追加されました。
　来場者に好評いただいている「館内スタンプラリー」の景品に新しく

「ワッシーくんのエコバッグ」が追加されました。２０２０年７月より有料義務

化されるレジ袋を削減するためにも、ぜひ当館でGETしてもらえればと思

います。白黒で印刷されているので、小さいお子さんは塗り絵のようにし

て着色することも可能です。その際は布専用の染色用クレヨンなどを使

用してください。このスタンプラリーは館内に隠された５つのスタンプを集

めて、ワッシーくんの体を完成させることがミッションです。当館内だけで

完結する参加しやすいアトラクションなので、コロナウイルスが沈静化し

開館した際にはぜひ参加してみてください。

お世話になりました 村上　絹子（むらかみ　きぬこ）

　猛禽類保護センター活用協議会事務局として2002年4月より18年という長い歳月、皆様に支えて

いただき、おかげさまで無事に3月退職いたしました。

　センターに勤務するようになってから、周囲の自然環境にも目を向けるようになりました。今まで見

過ごしていた景色や気にも留めなかった野鳥。それが空を見上げるようになり、鳴き声に耳を澄ま

す。フクロウの鳴き声もよく聴きます。ある時は３方向から鳴き交わしがあり、3羽の声のトーンの違い

に思わず笑ってしまいました。運転中車道を同じ方向に必死に走る動物たちを応援したり、冬は辛

いだけだと思っていた雪景色にさえ感動する自分の変化に驚いてい

ます。センター勤務は、私の身近な自然環境の楽しみ方を気づかせ

てくれました。今後もますます楽しみながら、環境にやさしいエコな暮

らしを続けていきたいと思います。

　今年センターは20年という節目を迎えます。通信をご覧の皆様、今

後とも猛禽類保護センターをどうぞよろしくお願いいたします。そして

スタッフの皆様の益々のご活躍をお祈り申し上げます。本当にありが

とうございました。



 

 

 

編集後記＆施設情報

http://www.raptor-c.com/

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館中休館日

猛禽類保護センター
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4月～6月の開館情報
コロナウイルスが憎い！世界中本当に大変な事態だと思い

ます。私たちにできることは感染しないこと、広げないこと。

一日も早く終息に向かうことを願っています。（本）

蜂蜜の森から

希少種保護増殖等専門員
コロナで我慢の限界を感じている人もいるかと思います。大切

な人、家族、他人を思うきっかけにしたい。みんなが支え合え

ば、まだ辛抱できるかなと信じています。（長）

 

　山形県朝日町で蜜ろうそくの制作を通して、自然のすばらしさを伝えている安藤竜二さんによるコラムのコー

ナー第13回目です。蜂蜜の森を通して私たちが暮らす環境を見つめなおしてみませんか？

第13回「ハチ蜜の森体験教室」
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　「ミツバチさんから食べ物もおうちも取って安藤さん

は悪い。私はハチミツなめない！」ミツバチ観察会に

参加していた小学２年生の女の子に怒られたことが

ありました。「ミツバチの森体験教室」と看板をあげ、ミ

ツバチ観察や蜜ロウソク作り、蜜源の森散策などで

子供達の受け入れを始めた３０年前のことです。

　若い私は、その一言にすっかり意気消沈してしま

いました。突き詰めて考えれば、養蜂業者も、蜜ロウ

ソク製造業の私も、消費者のあの女の子さえもいな

いほうがミツバチにも自然にもいいのです。「森と人と

の距離を縮めたい」「環境学習のお手伝い」などと、

純粋な気持ちで始めた体験教室でしたが、いきなり

出鼻をくじかれてしまいました。

　悩みに悩んだ末に、ついにひらめきました。体験教

室名をそれまで使っていた「ミツバチの森体験教室」

から「ハチ蜜の森体験教室」に変えてみたのです。

すると、私の伝え方も自然と変わっていきました。単

に、自然やミツバチに優しくというぼやけたコンセプト

ではなく、このおいしいハチミツや優しいあかりの蜜

 

 

        

https://www.facebook.com/Raptoreagleraptor

コロナのバカー！！（澤）

ろうそくは、どうやって私たちの前に現れたのか。

人とミツバチや自然との繋がりをたどれる内容にし

たのです。秘めたコンセプトは「感謝」でした。

　何度か実践しているうちに、子どもと一緒に参加

したお母さんから「うちの子は、皿に残ったハチミツ

をもったいないとぺろぺろなめるようになりました」

と手紙をいただきました。なんだか正解をいただい

たようでとてもうれしかったです。

　今年もハチ蜜の森体験教室で、多くの子供達の

笑顔と会えることを楽しみにしています。
 

 

 

 

 

 

 

           

安藤竜二（あんどう りゅうじ）

1964年生まれ。養蜂を学んだ後1988年

に、日本ではじめての蜜ロウソク製造

に着手。ハチ蜜の森キャンドル代表。

日本エコミュージアム研会理事。山形

県養蜂協会監事。編著『朝日岳山麓養

蜂の営み』（朝日町エコミュージアム

研究会発行）

 

 

 

 

味わうハチミツのおいしさ緊張しながらのミツバチ観察会


